
  

 

 

 

 

 

 

 

（おもて面からの続き）仮に過去５年のうちの最後の１年

がそれ以前の８年の平均値と比べて異常な増加を示して

いたのなら、その異常値を５分の１の重みで加味して出さ

れた上限値に対して、実際の観測死亡者数が超過死亡だっ

たかどうか判定することになってしまう。異常な増加が始

まってから２年目以降の増加分が小さく見えてしまうの

で、２年目以降の異常な増加に国民が気づきにくくなる。 

 実は、小島勢二・名古屋大学名誉教授が昨年6月27日に

「アゴラ言論プラットフォーム」に掲載した論稿「激増し

ていた超過死亡が一転して過少死亡になったのはなぜか」

に以下の記述がある。「感染研から発表される超過死亡、

あるいは過少死亡は、実際の死亡数と予測死亡数との比較

で示される。予測死亡数は過去５年間の死亡数をもとに

（中略）予測されるが、2021年から2022年に死亡数が激増

したことから2023年の予測死亡数が高目となり、その結

果、過少死亡となった可能性はないだろうか」。 

小島勢二先生はこの疑問から出発して、昨年３月第４週

の観測死亡者数と予測死亡者数の過去５年分の折れ線グ

ラフを作成したところ、2022年の死亡者数が加味される

2023年の予測数は跳ね上がって３万人超となったため、観

測死亡数が２万９千人強となっても予測数を下回った。 

さらに同氏は、ヨーロッパで用いられているユーロスタ

ット方式では、超過死亡は、観測値から「コロナが始まる

前の2016年から2019年の死亡数の平均値」を引いて算出さ

れるとし、過去５年のデータから予測値をはじく感染研方

式では、昨年３月第４週の観測値マイナス予測値がマイナ

ス3.4％になる（観測値が予測値を下回る）のに対し、ユ

ーロスタット方式では、それが逆にプラスの8.7％（観測

値が予測値を上回る）となることを表で示している。 

この8.7％は、前年の率からは下がったものの、2020年

の0.1％や2021年の2.7％と比べるとかなり大きい値。以上

の分析より、小島勢二氏は、算出方法によっては超過死亡

が続いているという見方もあると結んでいる。このこと

は、本意見書案の要望項目の特に１と２、死亡事例を含む

ワクチン副反応の調査研究等が早急に求められているこ

との裏づけとなっている。以上の論拠より、本発議案の可

決成立を願って、私の討論としました。 

 

１．コロナワクチン副反応とコロナ後遺症に関す

る意見書案への賛成討論概要の続き 

２－２．大和田の雨水排水対策も１月に 

２－２．大和田の雨水排水対策も１月に 

 

７時頃、勝田台北の栄町公園の

給水所の様子を現場確認し、直

ちに県の水政課と企業局に対

し、八千代市から給水応援依頼

があった場合は速やかに対応す

るよう強く要望しました。 

← 左の写真は栄町公園臨時給

水所現場確認時の秋葉 

 X（旧 Twitter） 秋葉就一の昨年６・７月の質疑等とその後 FB  

以下は、前出の小島勢二氏のネット論稿の末尾からの引用。

「表1には、2020年から2023年3月第4週の超過死亡を感染研方

式で算出した値と Eurostatの方式で算出した値とを比較し

た。感染研方式では、過少死亡となるのに、Eurostatの方式

では8.7%の超過死亡となって随分印象が異なる。感染研の発

表を受けて、各メデイアは、超過死亡が見られなくなったと

報道しているが、算出方法によっては超過死亡が続いている

という見方もあることを知っておくべきである。」 

２．その他の質問項目等の達成状況 

 

 

 

  秋葉が昨年 6月 28日に一般質問で、千葉県事業である都

市計画道路・八千代台花輪線の、一部区間の早期の暫定供

用開始を求めた件では、昨年９月に現地を見に行ったとこ

ろ、県土整備部から聞いていた通り、八千代台西９丁目の

衣料品店前の拡幅用地で工事が始まっていて、道路両側に

歩道が整備され、十分な路肩が確保されるまであともう少

し（工期３月末）という状況と確認できました。 

  用地買収済みの区間を長期間、ガードレールなどで使え

ないようにするのではなく、歩道や路肩等として一日でも

て早く使えるようにすべきと私は県議就任以来訴え続けて

きたので、要望が一部実現することとなりました。引き続

き、残りの未買収区間の買収と、衣料品店から市境の交差

点までの区間の事業着手を求めてまいります。 

 

 

  昨年９月８日の大雨では、県道大和田停車場線のクリー

ニング店前付近に雨水が一時的にかなりたまってしまいま

した。それを受けて昨秋、秋葉が県土整備部に大雨対策を

要望したところ、雨水がより早く側溝に吸い込まれるよう

なフタに１月末までに交換することが決まりました。 

   
↑2022年７月28日にコロナワクチン問題で泉大津市を視察 

事務員（時給1026円～）・ボランティア・ 

インターン・地方議員志望者 募集中 

 

第 31回 県政対話会の日時・会場 → ２月２５日（日） 

午後１時半～３時半、＠勝田台会館 第３会議室 

 

 

２－２．大和田の雨水排水対策も１月に 

２－１．八千代台西の都市計画道路の 

一部区間の歩道整備まであとわずか 

 

 


